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強い自己否定感と抑うつ感を抱える

女性の心理療法

ーあるがままの自分との出会いを求めて

心身科学研究科心理学専攻 人格心理学研究 I専修

伊藤佳菜子

子どもの頃に感情をありのままに表出し，こころ豊かに

安定した愛着を獲得できなかったことは大人になっても，

対人関係にも影響すると考えられる.親からの心理的虐待

ゃいじめなどトラウマティックな体験を重ね，自己否定感

や抑うつ感の強い面接事例を挙げ 自己肯定感が高まるプ

ロセスを整理するとともに ありのままの自分を認める内

的作業について考察した.

第 1期は，ネガティブなことを語られることが特徴で，

だんなに対して「怖い」と訴え，その源泉を探る必要性が

あると考えられた.第 2期に入り トラウマティックな体

験を語ることで実母からの心理的 abuseによって言われ続

けてきた言葉や傷をだんなに投影しているのではないかと

考えられ，ご自身でその怖さが実母と似ているという気づ

きに発展していった. この期は CLが 1カ月に自問自答し

ていることを Th自身が肌で感じていた.それと同時に，

どうしても Th自身が CLと同じように浸り， CLを支える

姿勢をとれず，自分は自分でいいというメッセージが伝え

られないという課題があったと思われる.第 3期では，自

分自身の辛い体験の膿を吐きだし浄化していく作業を味わ

っている段階であり それとともに i1カ月無気力J i自

分の人生ってなんだろう J i本当の私を誰もわかってくれ

ない」とこれまで以上に無気力感や抑うつ感の訴えが続い

た

これに対し実母を投影しているだんなとの会話から客観

的な視点、のメスを入れる事で CLの自己否定感に気づき

がもたらされるのではないかと考えられた. CLが実母や

だんなに対して怒りの感情を持つことで， CLの自己肯定

感がアップすると考えられた そして第 4期に入り「気分

が落ち込むこともなく過ごせた」と随分と余裕が CL自身

にも感じられるようになってきたように思われた.またこ

れまで『行くな』というだんなのメッセージも，『行って

きてもいい』という肯定的なメッセージに受け取ったり，

実母に最近褒められたというエピソードも語られるように

なった. ThはCLの抑うつ感の少なさに安堵した部分や

嬉しさなどの感情が芽生え， CLに対する期待感を抱くよ

うになった.今後は CLとともに伴走し， CLが抱える重

荷を相談室で語り， CL自身が「自分は自分でいいんだ」

と実感されるようなサポーティブなかかわりで臨みたい.
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過敏型自己愛的人格傾向に関する一考察

心理面接のビデオ教材を用いた調査を主に一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究III専修

大山易志

本研究は，過敏型自己愛的人格傾向を持つ人の心理臨床

場面に抱く印象について検討することを目的とした.これ

は日本人で問題とされることが多いという指摘がある，過

敏型自己愛的人格について事例研究とは異なるアフ。ローチ

によって検討することで 臨床実践の場においても新たな

知見を得ることができるのではないかと考えたからであ

る

研究 1では，過敏型自己愛的人格傾向を持つ人のカウン

セリング場面に対する印象を検討することを目的とした.

大学生 114名を分析対象者として，対人恐怖心性一自己愛

傾向 2次元モデル短縮版(以下， TSNS-S)，自己愛的人格

項目群，カウンセリングに関するアンケートで構成される

質問紙調査を施行した.その後 カウンセリング場面の映

像を視聴してもらい そのカウンセリングを自分が受ける

ことを想定させて，カウンセリング評定尺度を施行した.

分散分析の結果，カウンセリング評定において過敏型自己

愛的人格傾向を持つ人とそうでない人の聞に有意差はなか

った.また，ロジャーズとエリスのカウンセリング場面に

ついても有意差はなかった.その要因として，①刺激教材，

②ビデオに登場するセラピスト，③調査形式の 3点が考え

られた.

研究 2では，過敏型自己愛的人格傾向を持つ人の心理検

査に対する不安を検討することを目的とした.研究 lとは

異なる大学生147名を分析対象者として， TSNS-S， 自己愛

的人格項目群， GHQ，心理検査に関するアンケートで構

成される質問紙調査を施行した.その後， 10名に対して

心理検査 (TAT)を実施する前 後， STAIによって状態

不安を調査した.その中に，過敏型自己愛的人格傾向を持

つ者はいなかった.

本研究の結果から，過敏型自己愛的人格傾向を持つ人の

心理臨床場面に抱く印象及びその特性について，仮説のよ

うに検討することは難しかった. このことの問題として，

やはり面接の中で表出する問題に関して，概ね健常な大学

生に対して集団式での実験型の研究方法で同様の結果を導

き出すのは限界があるのではないか， と考えた.

今後は，本研究の反省点、を踏まえて，よりいっそう高い

質の研究方法を工夫した上で，過敏型自己愛的人格の実証

的研究を重ね，その理解を深めていく必要があるだろう



過剰適応と過敏型自己愛の関連について

ー「雨の中の私」画を手がかりにして一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究II専修

金涌まり

近年，思春期や青年期に様々な心の問題を呈する子ども

たちの中には，幼いころからいわゆる「よい子」だったと

いわれる子どもが見られることが報告されている. このよ

うな子どもは一見環境や人間関係に適応しているかのよう

に見えても，その内面には何らかの心理的葛藤を抱えてい

る可能性が考えられる.本研究では，いわゆる「よい子」

を過剰適応と定義し 低い自己評価・他者からの評価に対

する過敏さ・恥の感じやすさ・人前に出ることを避ける傾

向などの特徴を示す過敏型自己愛との関連を検討すること

と，描画「雨の中の私」テストを用いて，過敏型自己愛者

が描画においてどのような特徴を示すのかについて調査・

検討することを目的とした.

大学生140名を対象に質問紙調査を行った結果，過剰適

応と過敏型の自己愛には正の相関 (p<.OI)が見られ，過

敏型自己愛得点、が高いほど 過剰適応の得点も高くなるこ

とが確認された.描画テストは，過敏型自己愛の得点、を低

群・中群・高群の 3つに分けて検討を行った i雨の中の

手ム」テストは，雨を本人に対するストレスの象徴とみなし，

その防衛の仕方や適応状態を分析できるとされる.本研究

では過敏型自己愛高群は，他の群に比べて雨を強く描くこ

とが多いが，雨避けの有無には差が見られないことが明ら

かになった.また「私」の描き方に特徴があった。

以上のことから，過剰適応者の内面には，不安定な自己

評価，傷つきやすさ，見捨てられ不安などが潜んでいる可

能性があり，社会の欲求や期待に応え，外的適応に力を注

ぐことで他者からの承認を得て自信を獲得し，内的適応を

維持しようとしているのではないかということが推察され

たまた，描画テストからは，過敏型自己愛傾向が高い群

は，ストレスを強く感じているが，それに対する防衛する

手段を持たず，自信が乏しく，弱さや無力感を感じている

ことが示唆された

本研究では過剰適応と過敏型自己愛の相関関係のみにつ

いての検討しか行っておらず，影響の方向性については確

認されていない.方向性について結論付けるためには，さ

らなる研究が必要であると考えられる.また，「雨の中の私」

テストに関しては，解釈に関する研究も少なく，今後の検

討が必要であろう.
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Generativityに関する臨床心理学的一考察

一洗浄強迫を主訴とする女児の母親面接を通して-

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究II専修

苅谷孝介

本論文は洗浄強迫の症状を呈した子どもの親面接を通じ

て， Generativityについての考察している. generativityと

はEriksonが提唱したライフサイクル論における中年期の

課題であり，同時に世代と世代をつなぐ要となる理論であ

る. Generativityは次世代を育てることへ関心を持つこと

が一義的な定義とされており 実際に育てることによって

発達していくものである.そのため generativityは，親と

子が giveand takeの関係で同等に心理社会的発達を促して

いく相互性の理論と関係している.また，個人が社会化さ

れる過程で，次世代との関わりにおいて社会構造の再構成

が行われていく儀式化の理論とも密接に関わっている.ラ

イフサイクル論は儀式化が継続して行われていくことによ

って一定の構造が保証されている理論である.現在，この

ような円環的に保証されていく社会構造が崩壊し始めてい

る事と，その上で個人における generativityの発達が持つ

重要性について論じ 事例を通してこれらの側面に焦点、を

当て論じた.

洗浄強迫という症状に generativityの概念を導入したこ

とにより，最も顕著に見られたのが，親が子どもの持つ症

状を含めて子どもを受け入れ保証できるようになった親の

態度の変化が，子どもの症状の改善に関わっていることが

示唆された点である.また，親自身の generativity発達上

にとって重要であると思われていた，愛他的な子育てへの

関心を持つことなどの側面と同等あるいはそれ以上に，行

動の次元での関わりが重要であるという事が確認された.

事例の母親は良識を持ち，十分とも思える愛他的な精神を

持っていたが，対応が子どもに合っておらず，子どもへの

関わりを通してそれに気づき，行動を変化させていったの

である.また，相互性と儀式化について考察を行ったが，

確証となるデータが得られなかったため，不十分な結果と

なった一口に generativityと言っても，非常に多義的で

広範な内容を含む概念である.非常に広範で，かっ細かい

部分にまで目を配る必要のある概念であるため，今後は母

子関係以外にも父子間や，地域との関係，職場における面

などでの generativityについて研究されることが求められ

る



不登校生徒のためのグループ・アプローチ

ー「文集」から見る成員の心理的成長一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究 I専修

河合 謙

不登校は，教育場面において，古くから問題視されると

ともに，様々な研究・支援がなされてきた.その中の一人

である池田 (1984) は，不登校を青年期危機として捉えた.

子どもの人間関係は，思春期から前青年期にかけて，親子

主体のタテ関係から 仲間関係主体のヨコの関係へと変化

する過程にある. しかし何らかの原因によってその質的変

化に蹟くと，仲間関係の中で育まれると考えられる

i AuchseinJ感覚を十分に得ることが困難になり， Erikson 

E. H (1989) の青年期危機をのりきれなくなると考えた.

そこで土台となるヨコ関係を補強していく支援が iヨコ

体験グループJ (以下ヨコ体)である.

このヨコ体の効果を調べた研究が，池田・村木 (2000)

である.彼らは参与観察法から，受容される体験，自己肯

定感， 自己表現，普遍性の体験， 自己理解，他者理解，他

者とのかかわり方の理解，の 7つを導き出した. しかしこ

れらを実証した研究はない.そこで本研究では，先にあげ

た7つを仮説として設定し，ヨコ体で毎年 3回作成する「文

集」をもとに，統計的に検証していくことを目的とした.

文集対象者は，継続年数の影響を取り除くため，参加初

年度のメンバーとした.男性12名(平均:14.5歳)，女性

4名(平均:16.5歳)，合計16名(平均:15.0歳)である.

対象者の文集から，評定者 3名によって， 7仮説がどの程

度当てはまっているかを，①2件法，②5件法で検証した.

分析には，①には 3名の一致率を見る Fleissの方法を，②

にも一致率を見る Ebelの方法を用いた.

その結果，①，②ともに仮説 1，仮説2は支持され，仮

説 3から仮説7は支持されなかった. これはグループが創

り出す「庇護された空間」の下で，メンバーが「居場所」

としての機能を持ち 後に決して安全とはいえない他者と

のかかわりを持つための力を養っている状態であると考え

られた先行研究からヨコ体では 終結までに 3年半程度

要することがわかっているため 仮説 3以降は段階的に支

持されるようになると思われた.

今後の課題としては 複数年継続して文集の経過を見て

いくことに加え，メンバーの成長を促進していく要因につ

いての検討をしていく必要があることなどがあげられた.

主体性を放棄し環境に迎合し続け，

利那的な人生を送る男性の事例

心身科学部心理学専攻 人格心理学研究 I専修

輿石賢二

本研究は偽りの自己を抱えた Clとの面接であり，本当

の自己を獲得する過程を面接経過ともに研究し，対応困難

なClに対時する Thの傷つきについても研究した.

1期では責任感や感情が薄い Clの背景を知るために生

育歴を開示筆者が本気で Clの身体を心配したことによ

り愚痴がでてきて，甘えることがみられるようになった.

2期ではさらに愚痴が増し，甘えることも増えた.ぶつ

ぶっと話をしたり，言われたことをメモにとるなど，され

たことを筆者に訴えようとし，その話し方からは怒りを感

じるようになった.一方で妻の攻撃は激しさを増していく

ようになった

3期では面接が 1ヶ月ほど空く.妻の攻撃はさらに激し

くなり，怒りを感じていた Clは愚痴を言うことすら減り，

抵抗する力さえも奪われてしまった

2期までは順調に甘えをみせ，関係性を深めていったが，

3期では相談料すら払わないと言われ，お金に困窮した

Clは来室できなくなってしまった.他の要因も重なり 1

ヶ月後の面接で、は初期の感情が薄かった状態よりも，置か

れているひどい現状に対し 他人事のように語るなど病態

水準が下がっていた偽りの自己という防衛方法すら Cl

自身の心身を追い詰めるような状態になり，危険な状況で

ある

対応困難な Clとの対崎する Thの傷つきについてはま

ずこの概念を知っていないと対応している Thは面接の展

開のしにくさに無力感を覚えてしまうため，概念を知るこ

とが重要である.そして svを受けていないと深く傷つき，

Thとしてやっていけなくなる可能性もあるため， svを受

けることは必要で、ある.
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写真を媒介としたグループ回想、法

-精神科デイケアの事例を通して一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究II専修

空手場麻也

本論文では，先行研究をもとにグループ回想法， SST， 

写真療法の要素を取り入れた新しい回想法プログラム『写

真を媒介としたグルーフ。回想法』を精神科デイケアにおい

て， 8回のセッション(月 1回)を実施し， 7事例を通し

てその効果と今後の可能性 実施の注意点について参与観

察法により考察した.筆者がファシリテーターとなり，参

加メンバーに回想の刺激材料として持参してもらった写真

をもとに l人ず、つ過去を振り返り思い出を話すというもの

である.

回想法の効果として 野村 (1998)が指摘している“自

己の連続性への確信を生み出す" “自分自身を快適にす

る"“自尊感情を高める"“新しい環境への適応を促す"，

“対人関係の進展を促すぺ“生活を活性化し，楽しみを作

る"以上の 6点を検討し，後者の 2つについては，伝える・

聴く・質問する能力の向上をもとにメンバー聞の交流が促

進されるという仮説を SSTの側面として捉えて考察した.

考察では結果をもとに事例に共通する特徴のまとめ，グ

ループ全体の流れ，各事例への効果，本研究プログラムの

今後の可能性と実施の際にファシリテーターが注意すべき

点を考察した.考察では上述した回想法の効果6点が認め

られたが， SSTの側面については長期的・定期的に経過を

観察し効果の有無を検討する必要があると考えられたま

た今後の可能性として統合失調症メンバーへの写真を用い

ることの有用性が示唆され，さらに実施の際にファシリテ

ーターが注意すべき点として，メンバーの診断名や状態に

よって考慮しなければならない点を考察した(うつ病，統

合失調症，青年期における回想法の特徴).また診断名に

関わらず，ファシリテーターはセッション中のメンバーと

周囲の状況を的確に把握する力と，それに応じて臨機応変

に健康な部分への会話の転換ができる力が必要であると考

えられた.本研究では写真を媒介とすることで写真療法と

しての側面を取り入れたが，グループ形態でセッションを

実施したことや SSTとしての側面を取り入れたことで，

ファシリテーターが写真によるイメージの展開を十分に促

し，発表者と共にその作品を十分に味わうことが困難であ

ったと考えられる.
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アサーション・トレーニングによる

過剰適応傾向の変化

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究皿専修

佐藤絵里

【問題と目的】 現代では小学生から高校生には不登校や非

行といった問題はすでに珍しいものではなくなってきてお

り，その中には過剰適応であると考えられる人が含まれて

いる.過剰適応ゃいわゆる「よい子」は，自分の感情や考

えを抑圧している点で 親や教師に対する過剰適応状態と

いえるだろう.特に青年期でアイデンティティの確立とい

う課題に直面した時に危機を体験し，問題が表出すると考

えられる過剰適応は i他者への配慮J，i自己抑制J，i自

己不全感」などといった特徴を持っており，自己主張が苦

手で，それに対する不安も強いと考えられている.今まで

向き合いにくかった自分の感情や考えに気づき，適度な表

現方法を身につけることによって，過剰ではない適応が可

能になるのではないか.それは問題発生の予防にもなるだ

ろう.そこで本研究では，自己主張への不安を軽減する手

段として，アサーション・トレーニングを用い，それによ

って，過剰適応傾向が変化するか，実際にアサーション・

トレーニングによって自己主張への不安が軽減するかを量

的・質的側面から検証することを目的とした.

【方法】 事前に過剰適応傾向の調査とアサーション・トレ

ーニング参加の意向調査を行った.その後，アサーション・

トレーニング実施群 (AT群)とトレーニングを実施しな

い群(統制群)に分けて， 20歳"'-'25歳までの男女11人 (AT
群 5名，統制群6名)を対象とした両群で質問紙調査を

実施し， AT群ではトレーニング終了後に個別での半構造

化面接を実施した.

【研究の結果と考察】 統計的に過剰適応傾向の変化につい

ては AT群で若干減少しているが 自己主張への不安の軽

減は前一後で統計的に有意な差は見られなかったしかし，

半構造化面接および個別事例 2例による質的側面の検討か

らは， トレーニングを受けたことによって， 自分の自己主

張やコミュニケーションに関する気づきが起き，今まで受

動的な自己表現をとることが多かったメンバーも，コミュ

ニケーションの仕方や自己主張への考え方の変化が起きた

ようであった.

本研究では，調査協力者の人数が少ないこともあり，統

計的に検討することが困難であったなどの問題点があっ

た しかし半構造化面接や事例からは， トレーニングは自

己主張への考え方に影響を及ぼし，結果として過剰適応傾

向にも変化をもたらすのではないかと推測された.



ある大学生グループの BEG体験が

自己成長に与える影響について

ーファシリテーターとの関わりに着目して一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究皿専修

猿田実和

健康な社会で健康な子どもが育っと言うが，現状は殺人

や犯罪，虐待，いじめ，不登校などのニュースが増加する

など子どもが健やかに成長できる社会とは言い難い.この

原因の 1っとして，社会を形成する大人の精神的な健康状

態がよくないことが挙げられる.本研究の目的は，子ども

が安心して暮らせる社会を形成するために健康な大人を育

成することである.その手段として， 自己実現を目標とす

るベーシック・エンカウンター・グループ (Basic

Encounter Group :以下 BEG) を用いる.本研究では，自

発的に参加した大学生が BEGを体験することにより，自

己意識(課題解決能力，自己抑制力，活動性，刺激希求，

自信，親和性，衝動性，受動性)がより良い方向へと変化

するかを追跡的に 3時点 (BEG体験の 2か月前，直後，

1か月後)での調査をした.また，それらの変化とファシ

リテーターの存在や言動の関係を明らかにするため，事例

を検討した.

その結果， BEGを体験することで 自己意識の中で課題

解決能力のみがより良く変化する傾向があるが，その効果

は長く持たないことが示唆された. これは， BEGの体験

過程の中で，参加者が問題解決に立ち向かう自分に触れ，

見つめ直し，問題解決能力を高めていくことができる可能

性があるからと考えられる 他の 7因子に有意な変化が見

られなかった原因には サンフ。ル数の少なきゃ統制群と実

験群の調査回数が異なっていたこと 自己意識の各因子が

BEGに適していなかったことなどが考えられる

また，本研究のファシリテーターの関わりは， 1)大人

の世界についてや仕事についてなどの体験談を語る人生の

先輩として立場， 2)参加者の話を聞いて領く，まとめる，

伝え返す，質問するなど促進者としての立場， 3) BEG 

に関する説明をしたり BEGについて体験談を話したりす

るなど心理学教師の様な立場 という特徴を有していた.

参加者はファシリテーターの人生の先輩としての立場から

影響を受け，視野や可能性の広がりを語った.また，促進

者としての立場は参加者の憧れとなり，心理学教師のよう

な立場は参加者の知識となった.

今後の課題として，サンフ。ル数を増やすこと，実験状況

を等しくすることなどが求められる.

一不登校生徒の事例研究

一現存在実現の空間モデルを用いてー

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究 I専修

鈴木規 浩

1.概念の整理

不登校の児童・生徒は約13万人にのぼり大きな社会問

題となっている.池田 (1997) は人間学的視点から，不登

校を「タテにしばられ， ヨコは狭められた状態」と述べて

いる.さらに，人間的実現の理想的な姿は，タテ， ヨコ両

次元の各方向に十分に延長展開し["""縦横に，自由自在に」

流動しながら， しかもバランスのとれたあり方をすること

である

11.本研究の目的と方法

本研究では，事例を通して，不登校生徒の回復過程につ

いて["""現存在実現の空間モデルJ (池田， 1993) の視点か

ら報告するとともに，彼の居場所の変化ついて検討するこ

とである.記録は不登校状態であった鉄男(仮名，中 3男

子)との個別面接のケース記録 ヨコ体験グループのスタ

ッフによる行動観察記録，グループの年度末に行われる振

り返り面接の記録に基づいて記載し，検討した

皿.事例の経過と報告

200X年10月"-'200X+ 1年11月までの 13ヶ月間，個別

面接17回，グループ活動 5回 加えてグループ活動の振

り返り面接 l回の記録をまとめた.

IV.考察

本事例では，不登校状態であった鉄男が，高校進学とい

う目標を達成し，その後の高校生活の中で， 自分の理想像

を見出し，自己確立へと歩んでいった.鉄男の個性化の基

盤となったものは，個別面接や野球活動などを通して，信

頼関係，仲間関係の形成などに見られる，ヨコ方向への動

きである. これらの経験によって， 自己を確認することが

できた鉄男は，これまでとは異なる新たな自己像を手に入

れることが出来た.また居場所の変化についての検討から

は，それまで安心してすごせる場がなかった鉄男が，個別

面接やグループ活動，野球部などの活動を通して，家庭外

に新たな居場所を確立していくという変化が見られた. こ

のような居場所の中で， 自己確認や対人関係の学習をし，

新しい自己発見や他者との信頼関係，協力関係という新し

いあり方が見られるようになった.

以上によって，現存在空間モデルの視点、より，不登校生

徒の回復過程を実証することが出来たこと，また居場所に

ついて検討することの意義が示されたと言える.
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「継続型Jr既知集団」の「非構成」を中心とした

グループ・アプローチについての研究

-x， yの事例に焦点づけて一

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究凹専修

藤堂吉基

【問題・目的】 近年グループ・アプローチは，幅広い分野

において行われているが，その形態は様々である.先行研

究をみていった結果 i継続型j i既知集団」の「非構成」

を中心としたグループ・アプローチの研究は，行われてい

ないことが指摘できたため，研究を重ねることで， 当形態

のク守ループ・アプローチが適したフィールドの開拓など，

グループ・アプローチの可能性を広げるきっかけになると

考えた.

【方法】 A大学大学院のベーシック・エンカウンター・グ

ループ研究会に所属している X (23歳，男性)と Y (23歳，

女性)に研究協力を依頼 X年 5月，...__8月までに，同研究

会で行われた全11セッションを採用.筆者自身が，同研

究会の参加メンバーの一員として各セッションに参加し，

観察記録を作成した全11セッション終了後， X， Yか

らみたグループ体験と 日常生活の相互関係を個別にうか

がい，面接記録を作成した.

L結果】 観察記録 :Xは「自分と他者との関わり方を考え

ること，自分自身と向き合うこと j，Yは「他者がいても

自分らしくいられること，気持ちと行動を一致させること」

をグループ体験から得ていた.面接記録 :Xは「感受性訓

練j，Yは「自己一致」がグループ体験の目的になっていた

X， Y共にグループと日常生活が影響しあい，人間関係に

一番大きく影響を受けていた.

【考察】 以上のことから，結論として当形態のクゃループ・

アフ。ローチでは，①セッション中に自分を自由に表現する

ことができ， 自分が相手にどのような人間であるのかを分

かつてもらうことができる.②相手から客観的な意見ない

しフィードパックをもらうことで 自分でも気がついてい

ない一面を発見し，それについて考え， 実践していくこと

ができる.③セッションの回を重ねるごとにグループに馴

染んでいき， 日常生活との相互関係があることから，日常

生活に馴染んでいく助けになる性質があるなどと考えた.

そして，当形態のグループ・アプローチの利点、を考慮、に入

れた場合，学校や企業などの場に特に適していると考えら

れ，新入生や新入社員の早期ドロップアウトを防ぐことや，

環境に馴染めないことでの孤立化を防ぐ助けになるのでは

ないか， と考えた.
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チック症状に関する臨床心理学的考察

-9歳女児のプレイセラピーを通して-

心身科学研究科心理学専攻 臨床心理学研究H専修

徳本潤子

チック症の 9歳女児のプレイセラピーの事例を，心身一

如の観点、から，心身一体の再構築の過程として考察を行な

った.始めにチック症は内的世界においてどのように体験

されるのかを検討した.事例で示された箱庭より，チック

とは，身体という枠を破ろうとする力との戦いであり，守

りとしての症状という意味だけでなく，自我のコントロー

ルを離れた身体への侵入体験であることが示唆された.自

分の身体を自分のものに出来ないというチック症の身体性

の特徴より，チ ック とは自分の身体を生きることの障害で

あることが明らかとなった.

次に，プレイセラピーを通して繰り返し登場した 「家」

を身体の再構築という観点からみて その心理的意味を検

討した.それにより，家の遊びは，表現を通しての身体の

再構築過程と捉えることができたその身体の再構築の過

程は①真の意味で自分の身体ではない，箱ものとしての身

体が示され，②自己の身体を得るための旅が始まる.そし

て③他者との身体的交流を通して，協調した自己の身体を

獲得し，④身体の再構築を経て，⑤主体的な自我の芽生え

に支えられ，⑥私の身体が確立されることが明らかとなっ

た

箱庭で何度も表現された 「砂の雨」を心と身体を繋ぐ象

徴として解釈したチック症者の身体が真に自分の身体に

なるには，身体の再構築かつ，心と身体の和解により，両

者が繋がりひとつの全体性を獲得することが必要であるこ

とが明らかとなった.

心，身体といってもそれは生を理解するためのひとつの

手がかりであり，ひとつの極限概念にすぎない.自分を生

きるとは，心とも身体ともいえない，両者を一つの全体性

と捉える心身一如の構造を生きることといえる.心と身体

はこの独特な構造の抽象化された一局面とみなす姿勢がチ

ック の心理療法に限らず 心理臨床の場面において意味を

もつことが示唆された.




